
（新旧対照表） 

改 正 後 改 正 前 

鳥取県居宅介護職員初任者研修等実施要綱 

 

第１条～第３条 略 

 

（研修カリキュラム） 

第４条 略 

２ 各課程の目的及び時間数は、次のとおりとする。 

一～六 略 

七  同行援護一般課程（２８時間） 視覚障がいにより、移動に著しい困難を有する障害

者等に対して、外出時に、当該障害者等に同行して、移動に必要な情報を提供するとと

もに、移動の援護、排せつ及び食事等の介護その他の当該障害者が外出する際に必要な

援助に関する知識及び技術を習得することを目的として行うこととする。 

八 同行援護応用課程（６時間） サービス提供責任者としての知識及び技術を習得する

ことを目的として行うこととする。 

九～十四 略 

 

 

第５条 略 

 

（研修期間） 

第６条 １～６ 略 

７ 同行援護一般課程については、原則として３月以内に修了することとする。ただし、地

域の実情等により、やむを得ないと知事が認めた場合については、５月の範囲内で修了す

るものとする。 

８～14 略 

鳥取県居宅介護職員初任者研修等実施要綱 

 

第１条～第３条 略 

 

（研修カリキュラム） 

第４条 略 

２ 各課程の目的及び時間数は、次のとおりとする。 

一～六 略 

七  同行援護一般課程（２０時間） 視覚障がいにより、移動に著しい困難を有する障害

者等に対して、外出時に、当該障害者等に同行して、移動に必要な情報を提供するとと

もに、移動の援護、排せつ及び食事等の介護その他の当該障害者が外出する際に必要な

援助に関する一般的な知識及び技術を習得することを目的として行うこととする。 

八 同行援護応用課程（１２時間） 一般課程において修得した知識及び技術を深めると

ともに、特に重度の視覚障害者（児）の障がい及び疾病の理解や場面別における同行援

護技術等を習得することを目的として行うこととする。 

九～十四 略 

 

第５条 略 

 

（研修期間） 

第６条 １～６ 略 

７ 同行援護一般課程については、原則として２月以内に修了することとする。ただし、地

域の実情等により、やむを得ないと知事が認めた場合については、４月の範囲内で修了す

るものとする。 

８～14 略 



 

第７条～第１１条 略 

 

  附 則 

  この要綱は、平成１５年６月３０日から施行する。 

 

  附 則 

 この要綱は、平成１７年４月２０日から施行する。 

 

  附 則 

  この改正は、平成１９年１月２４日から施行する。 

 

  附 則 

  この改正は、平成１９年４月２６日から施行し、平成１９年度から適用する。 

 

  附 則 

 この改正は、平成２４年４月１日から施行する。 

 

  附 則 

 この改正は、平成２５年１２月１３日から施行する。 

 

  附 則 

 この改正は、平成２７年８月２１日から施行する。 

 

  附 則 

 この改正は、令和２年３月３１日から施行する。 

 ただし、令和３年３月３１日までは、別紙１記載「行動障がい支援課程」「行動援護課程」

 

第７条～第１１条 略 

 

  附 則 

  この要綱は、平成１５年６月３０日から施行する。 

 

  附 則 

 この要綱は、平成１７年４月２０日から施行する。 

 

  附 則 

  この改正は、平成１９年１月２４日から施行する。 

 

  附 則 

  この改正は、平成１９年４月２６日から施行し、平成１９年度から適用する。 

 

  附 則 

 この改正は、平成２４年４月１日から施行する。 

 

  附 則 

 この改正は、平成２５年１２月１３日から施行する。 

 

  附 則 

 この改正は、平成２７年８月２１日から施行する。 

 

  附 則 

 この改正は、令和２年３月３１日から施行する。 

 ただし、令和３年３月３１日までは、別紙１記載「行動障がい支援課程」「行動援護課程」



「強度行動基礎課程」「強度行動実践課程」の研修カリキュラムについて、改正前のカリキュ

ラムの内容以上の研修を修了すれば当該研修の課程を修了したとみなす。 

 

  附 則 

 この改正は、令和７年２月１２日から施行する。 

ただし、令和７年３月３１日までは、別紙１記載「同行援護一般課程」「同行援護応用課程」

の研修カリキュラムについて、改正前のカリキュラムの内容以上の研修を修了すれば当該研

修の課程を修了したとみなす。 

 

 

別 紙１ 

居宅介護職員初任者研修等事業カリキュラム 

 

１～６ 略 

７ 同行援護一般課程 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・合計  ２８時間 

（１）講義 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・計 ８．５時間 

  ア 外出保障                  １時間 

  イ 視覚障がいの理解と疾病①          １時間 

    ウ 視覚障がいの理解と疾病②        ０．５時間 

  エ 視覚障害者（児）の心理         １時間 

  オ 視覚障害者（児）福祉の制度とサービス  １．５時間 

  カ 同行援護の制度               １時間 

  キ 同行援護従業者の実際と職業倫理     ２．５時間 

（２）講義・演習 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・計 ３．５時間 

  ア 情報提供                  ２時間 

  イ 代筆・代読①                １時間 

  ウ 代筆・代読②              ０．５時間 

「強度行動基礎課程」「強度行動実践課程」の研修カリキュラムについて、改正前のカリキ

ュラムの内容以上の研修を修了すれば当該研修の課程を修了したとみなす。 

 

 

 

 

 

 

 

 

別 紙１ 

居宅介護職員初任者研修等事業カリキュラム 

 

１～６ 略 

７ 同行援護一般課程 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・合計  ２０時間 

（１）講義 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・計  １２時間 

  ア 視覚障害者（児）福祉サービス         １時間 

  イ 同行援護の制度と従業者の業務         ２時間 

    ウ 障がい・疾病の理解①             ２時間 

  エ 障害者（児）の心理①             １時間 

  オ 情報支援と情報提供              ２時間 

  カ 代筆・代読の基礎知識             ２時間 

  キ 同行援護の基礎知識              ２時間 

（２）演習 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・計   ８時間 

  ア 基本技能                   ４時間 

  イ 応用技能                   ４時間 

 



（３）演習 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・計  １６時間 

  ア 誘導の基本技術①               ４時間 

  イ 誘導の基本技術②               ３時間 

  ウ 誘導の応用技術（場面別・街歩き）①      ４時間 

  エ 誘導の応用技術（場面別・街歩き）②      １時間 

  オ 交通機関の利用                ４時間 

 

８ 同行援護応用課程 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・合計   ６時間 

（１）講義 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・計   ６時間 

  ア サービス提供責任者の業務           １時間 

  イ 様々な利用者への対応             １時間 

  ウ 個別支援計画と他機関との連携         １時間 

  エ 業務上のリスクマネジメント          １時間 

  オ 従業者研修の実施               １時間 

  カ 同行援護の実務上の留意点           １時間 

 

９～14 略 

 

別 紙２ 

居宅介護職員初任者研修の免除科目及び時間 

 

１～11 略 

12 視覚障害及び聴覚障害が重複している障害者等に対して法第七十八条第一項に規定す

る特に専門性の高い意思疎通支援を行う者を養成する事業を行った者から、当該事業におけ

る研修の課程を修了した旨の証明書の交付を受けた者が、同行援護一般課程を受講する場合 

（１）講義 

  ・視覚障がいの理解と疾病② 

 

 

 

 

 

 

 

８ 同行援護応用課程 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・合計  １２時間 

（１）講義 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・計   ２時間 

  ア 障がい・疾病の理解②             １時間 

  イ 障害者（児）の心理②             １時間 

（２）演習 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・計  １０時間 

  ア 場面別基本技能                ３時間 

  イ 場面別応用技能                ３時間 

  ウ 交通機関の利用                ４時間 

 

９～14 略 

 

別 紙２ 

居宅介護職員初任者研修の免除科目及び時間 

 

１～11 略 

 



  ・視覚障害者（児）福祉の制度とサービス 

  ・同行援護従業者の実際と職業倫理 

（２）講義・演習 

  ・代筆・代読② 

  ・誘導の基本技術② 

  ・誘導の応用技術（場面別・街歩き）② 

 

 


